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◆ ハクチョウの飛来(平川地区の水田上空にて) ◆

すっかり逞
たくま
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冬の使者、飛来。
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　平内町の浅所海岸は、「小湊のハクチョウおよびそ
の渡来地」として国の特別天然記念物に指定されてお
りますが、鳥インフルエンザ問題で餌付けが自粛され
たことや長年にわたり実施してきた浅所小学校児童
による観察と餌付けも小学校が閉校になったこと、ま
た様々な環境の変化などにより、年々飛来数が減少し
ている状況です。平内町に観光でいらした方々からも
ハクチョウが少なくなって寂しいというお話も聞きま
す。教育委員会ではこの状況を危惧し、「ハクチョウ
のまち再生」事業を今年度実施し、９月11日(水)に町立
山村開発センターにて第１回実行委員会を開催しまし
た。
　実行委員会は、ハクチョウに精通する東京環境工科
専門学校長である幸丸政明氏や元日本白鳥の会会員で
ある古川博氏をはじめ、渡来地周辺の東和・浅所・間
木・東滝の各町内会長と公民館長など計16人から組織
され、ハクチョウの餌付けや観察など、これからどの
ようにかかわっていくべきか約２時間にわたり活発な
意見交換をしました。
　今後、教育委員会では「ハクチョウのまち再生」に
向けて、シンポジウムの開催・ハクチョウに関する展
示・観察員育成講習会の開催など、ハクチョウを考え
行動する機会を設ける予定です。平内町のシンボルで
あるハクチョウについてみんなで考えてみませんか。
　今後の取り組みも引き続き広報でお知らせします。

　現在、鳥インフルエンザの影響により餌付けを自粛
しており、直接ハクチョウと関わる機会がありません
が、浅所海岸の美しい景観とすばらしい自然環境を後
世に守り伝えていくため、たくさんの方に関心を持っ
てもらいたいとこのたび教育委員会で「ハクチョウ検
定」を考案し、町民文化祭の会場で実施しました。
　２日間に渡り実施された検定には17名の受験者があ
りました。初級・上級とも全20問の3択問題になって
おり、85点以上で合格証書がもらえるとあって、子ど
もも大人も真剣な顔つきで答案用紙と向き合っていま
した。検定終了後には答えの解説がされ、受験者の皆
さんはハクチョウの知られざる生態について、うなず
きながら回答に一喜一憂していました。

『ハクチョウのまち』再生へ向けて！！

　検定の結果、第１回目の合格者は以下の10名とな
りました。特に小形繁之さんは、より難易度の高い
上級問題で100点満点を獲得し、会場では『ハクチョ
ウはかせ』との呼び声もあがっていました。

○初級合格者(８名)
　　市川美波　三津谷彩音　須藤颯太　江戸優花
　　小形百合子　蝦名唯　須藤愛加　小形拓矢
○上級合格者(２名)
　　小形繁之　小形浩子　

会議を立ち上げ考える 『ハクチョウ検定』を開催しました

　大正11年に国の天然記念物に指定されてから90年あまり(特別天然記
念物指定は昭和27年)。『冬の使者』として毎年10月中旬頃シベリア方面
より渡来し、３月下旬頃まで当町で静かに羽を休めるハクチョウですが、
近年、ハクチョウを含む野鳥を取り巻く環境は大きく変化し、保護の在
り方、観光資源としての扱いについてなど多くの問題に直面しています。
　今月は『ハクチョウのまち』再生へ向けた取り組みを紹介します。

(※写真は平成25年10月24日撮影、飛来第一陣のハクチョウ)
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平内町民文化祭
芸術・文化の祭典

　町立体育館を会場に11月２日(土)、３日(日・祝)の２日
間、第41回平内町商工会びっくり市が開催されました。
　例年、肌寒さを感じ始める時期に開催されるびっくり
市は、冬物衣料・家電・食品などのお買い得商品が所狭
しと並び、町民の冬支度の場としても定着しています。
　ステージでは、レクダンスクラブショーや幼稚園児の
ショーなど様々な企画が会場を華やかに盛り上げ、買い
物に訪れた来場者を笑顔にしました。
　毎年来場しているという女性に話を聞くと、「毎年楽
しみにしている。ホタテももらえてよかったし、生きて
いるうちはずっと来たい」と話してくれました。

　秋の一大イベント、36回目となる芸術と文化の祭典「平
内町民文化祭」が10月26日(土)、27日(日)の２日間、平内
町民文化祭実行委員会の主催で開催され、会場となった
町立体育館、町立山村開発センター、そして武道館では
各クラブの方々の力作が並び、ステージでは熱演が繰り
広げられました。
　町立体育館の会場では、展示部門の作品がフロアいっ
ぱいに並び、町の各団体などから出品された花や盆栽、
創芸品などや、町内の小・中学校から応募された習字、
図画といった作品に来場者は足を止めじっくりと観賞し
芸術の秋を満喫したようでした。
　山村開発センターの会場では詩吟やコーラス、手踊り
などの発表部門が行われ、日々の練習の成果に会場から
大きな拍手が送られました。
　また、武道館では「平内町健康展」も開催され、体組
成測定コーナーや血管年齢測定コーナーなど様々なブー
スが設けられ、健康志向の高まりもあり大勢の方が来場
し測定していました。来場者からは、「毎年楽しみにし
ている。いろんな測定ができるので、前年より良い結果
になりたい」、「認知機能の検査は初めてだったが、とて
もよいと思うので継続してほしい」といった声が聞こえ
てきました。
　日々、一生懸命に活動している各クラブの１年の集大
成、お披露目の文化祭は大盛況のうちに幕を閉じました。

第36回

　11月９日(土)、商工会青年部企画の津軽三味線のイベ
ント『撥魂(ばちだま)』が開催されました。３度目とな
る今回は、昨年結成された小湊小学校三味線クラブが津
軽甚句を披露し、和やかな雰囲気でスタートしました。
　続いて高橋竹童さんが登場し、三味線と軽快なトーク
で会場は大盛り上がり。柴田義政さんや高橋哲子さんと
の共演もあり津軽一色に染まりました。
　第２部で沖縄の三線奏者、よなは徹さんが登場すると、
ゆったりとした演奏に場内は南国ムードに。続く津軽三
味線との競演では雰囲気が一転、賑やかなカチャーシー
(頭上で手を振る踊り)に会場は最高潮となりました。

様々なステージに大盛況
第41回平内町商工会びっくり市

小学生も参加し３度目の開催
撥魂～BACHIDAMA２０１３～
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平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

みちのく潮風トレイルを散策
～ひらないカレッジすこやかコース～

　10月18日(金)と10月25日(金)、ひらないカレッジすこ
やかコースのウォーキングが八戸市の種差地区にて開
催されました。
　八戸市種差地区は、今年５月に三陸復興国立公園に
指定され、特に今回のコースとなった葦毛崎展望台か
ら種差海岸にかけての遊歩道は、「みちのく潮風トレイ
ル」と名づけられた、震災復興の象徴として整備され
る八戸市から福島県相馬市まで４県にまたがる約700
㎞もの遊歩道の一部となっています。
　参加者は４つのグループに分かれ、ガイドの「植物
観察・わの会」の方々から、時折、立ち止まり、きれ
いに咲いている「ハマギク(浜菊)」はこの地が分布上
北限である貴重な草花であることや、クロマツ林の中
にある岩の間から幹を伸ばしている「石割桜(カスミザ
クラ)」のたくましい姿など、風光明媚な種差を紹介し
てもらいました。
　すばらしい自然美を堪能した参加者は、「平内のみん
なに紹介したい。また、ぜひ次回、仲間を連れて四季
折々の三陸復興公園を散策したい」と話していました。

ひらないリーグ、閉幕。
閉会式で健闘をたたえあう。

　今年度、新しく参加チームを募集し６月より４チー
ムで熱戦を繰り広げておりました、朝野球「ひらない
リーグ」の全試合が終了し、このほど閉会式が町立山
村開発センターで行われました。
　優勝・準優勝チームにトロフィーが贈呈されたほか、
最優秀選手やそのほかの選手などに記念品が贈られま
した。結果は以下のとおりです。

　10月20日(日) 、平内ふれあいスポーツクラブ(亀田勝
彦会長)によるサッカー教室が開催され、町内の幼児・
小学生36名が参加し、ボールを追い汗を流しました。
　教室では、ストレッチやリズムトレーニング、ボー
ル遊びをした後、ドリブルの基礎を学び、最後は試合
形式でのミニゲームにチャレンジし、慣れないながら
も、元気よく思いっきりボールを蹴ってサッカーを楽
しんでいました。
　保護者の皆さん、寒いなか、最後まで見守ってくだ
さりありがとうございました。
　なお、再度、当教室を開催してほしい旨の要望があ
り、年内の開催を予定しています。

○対戦成績

　　優　勝　平内町球友会(２勝１分)
　　準優勝　亀田商店(２勝１敗)
　　第３位　平内町役場(１勝１敗１分)
　　第４位　Ｋフェニックス(３敗)

○各賞

　　最優秀選手賞　濱田　卓王(球)
　　優秀選手賞　藤田　仁(亀)
　　敢 闘 賞　三津谷　航規(役)
　　ホームラン賞　澤巳　雅之(Ｋ)
　　　　　　　　　濱田　卓王(球)

　選手の皆さん、来年も怪我をしないように楽しんで
プレーしましょう。

サッカーにチャレンジ！！
平内ふれあいスポーツクラブで教室を開催
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生涯学習カレンダー　12 月

11日(水)  ◆冬の交通安全県民運動(～20日)

12日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

15日(日)
 ◆細川亨選手野球教室
 ◆家庭の日

20日(金)  ◆管内小・中学校　２学期終業式

26日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

○12月の休館日 　８日・22日・23日
・年末年始28日～１月５日

◆一般書◆
①海と月の迷路　　　　　　　　大　沢　在　昌
②だから荒野　　　　　　　　　桐　野　夏　生
③遺産　　　　　　　　　　　　笹　本　稜　平 
④なぎさ　　　　　　　　　　　山　本　文　緒
⑤とっぴんぱらりの風太郎　　　万城目　　　学
⑥見えざる網　　　　　　　　　伊　兼　源太郎
⑦村上海賊の娘　上・下　　　　和　田　　　竜
⑧北天の馬たち　　　　　　　　貫　井　徳　郎
⑨寄る年波には平泳ぎ　　　　　群　　　ようこ
⑩あなたの知らない青森県の歴史　 山　本　博　文

　～クリスマスおはなし会開催のお知らせ～　
　12月15日(日)10：00～　視聴覚室

◆心配ごと相談日について
　人間関係や居住問題など、人になかなか話せな
い悩みなどの相談を毎月２回勤労青少年ホーム和
室にて受け付けています(相談は無料)。
　相談された内容は、守秘義務により、外部へ伝
わることは絶対ありません。元教員や行政職員等
の学識者が対応しますので、お気軽にご相談くだ
さい。

参加者大募集！！
第52回町民スキー大会

町民ナイターラージボール
卓球リーグ戦大会

問

開催日：平成26年２月１日(土)
場　所：夜 越 山 ス キ ー 場

※競技開始は９：40を予定しております。

★小学校の部
　・大回転
　・距　離
　　　１年～３年(男女１㎞)、４年～６年(男女２㎞)
　　　ミックスリレー１㎞×４名(男女混合)

★中学生の部
　・大回転
　・距　離　男子３㎞、女子２㎞
　　　　　　ミックスリレー１㎞×４名(男女混合)

★一般の部
　・大回転
　・距　離　男子３㎞　女子２㎞

参加申込締切日：平成26年１月16日(木)
皆様のご参加、お待ちしております！

平内町教育委員会　生涯学習課
　℡７５５－２５６５(内線352)

夜越山スキー場　
12月23日オープン予定！

　今シーズンの営業は、土曜日・日曜日・祝日のみの
営業となります。
　なお、小・中学校の冬休み期間は、月曜日を除き営
業いたします(月曜日が祝日の場合は営業します)。
　ナイター営業日は、火曜日・木曜日です。

夜越山スキー場
　℡７５５－２７５６

問

　10月８日(火)～22日(火)にかけ、社会人卓球愛好者
約55名が参加し、ラージボールナイター卓球大会が
開催されました。
　10チームに分かれて行われた総当たりのリーグ戦
では、シングルス２試合とダブルス１試合が行われ、
楽しみながらも真剣勝負が繰り広げられました。結果
は以下のとおり。
　Ａクラス
　　①ひきち＆まさいく　②バーバー　
　　③イーストオブ平内
　Ｂクラス
　　①元気な星　②のこった　③Fain
　Ｃクラス
　　①プフラ・H＆D　②チームＦ
　　③マロン　④マカロン

　ラージボールとは、通常の卓球よりもボールサイズ
を大きく、軽くし、ボールのスピードを出にくいも
のとしたニュースポーツで、ボールの変化が少なく、
高度な技術がなくてもラリーが続き、初心者から高齢
者まで楽しむことができます。近年、日本全国で生涯
スポーツとして注目されています。
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hiranai

保健福祉だより 休肝日
週２日で健康管理！！

肝臓をいたわりましょう！！
お酒を飲む人は休肝日を！

　12月はインフルエンザが流行する季節です。イ
ンフルエンザウイルスに負けないために予防をしま
しょう。

■栄養と休養を十分にとる
　体力をつけ、抵抗力をたかめることで感染しにく
　くなります。

■人ごみをさける
　病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしま
　しょう。

■適度な温度、湿度を保つ
　ウイルスは低温、低湿を好みます。乾燥した部屋
　などはウイルスが長時間空気中を漂っています。
　加湿器などで室内の適度な湿度を保ちましょう。

インフルエンザの予防は
万全ですか？

問 役場　保健福祉課　保健係

　℡７５５ー２１１４(内線140)

　年末年始は1年の中でもいろいろな行事が重なりお
酒を飲む機会が増える時期です。連日飲み会の予定が
入っている方も多いのではないでしょうか？
　お酒にはリラックス効果や血行促進作用など有益な
働きもたくさんあります。お酒は寿命を延ばす「百薬
の長」であることも事実ですが、あくまでも適量を心
がけましょう。

　町では、以下の方々を対象に８月から従来の「集団
健診」に加えて、医療機関でも受けられる「個別健診」
を実施しています。今年度の個別健診の実施期間は、
平成26年１月31日までとなっておりますので、まだ受
診されていない方は、ご自身や家族のために期間内に
受診されますようお願いいたします。

１．対象者

　平内町に住所を有する以下の方が対象となります。
　①平内町国民健康保険に加入している40歳から74歳
　　の方
　②青森県後期高齢者医療制度加入の方
　③40歳以上の生活保護受給者の方

　※①の対象者の方には「特定健康診査受診券」が８
　　月上旬に送付されています。
　　②、③の対象者の方には「特定健康診査受診券」
　　は送付されておりません。受診を希望する方は、
　　役場保健福祉課保健係までご連絡ください。
　　後日、②の対象者の方には、「健康診査受診券」　
　　を③の対象者の方には、「平内町健康診査記録票」
　　をそれぞれ郵送にてお送りいたします。
　※上記年齢は、平成26年３月31日現在での年齢とな
　　ります。

２．健診費用　　無料

３．受診方法

　・受診を希望する登録医療機関へ電話などで予約し
　　てください。
　・「特定健康診査受診券」と本人確認のできる「保
　　険証」を持参のうえ、予約した医療機関で受診く
　　ださい。
　・生活保護の方は、「平内町健康診査記録票」と　
　　本人確認のできる「休日医療受給証(休日・夜間用)」
　　を持参のうえ、予約した医療機関で受診ください。

　詳細はお問い合わせください。

肝臓に負担をかけないお酒の量や
飲み方を知っておきましょう！！

質問　肝臓に負担をかけない飲み方は・・・

答え　食物繊維を含む食品はアルコールの吸
　　　収を緩やかにします。
　　　飲酒時には、野菜をたっぷり食べ、高カ
　　　ロリーの物を控えると脂肪肝を防ぎ肝
　　　臓への負担を減らすことができます。

質問　お酒の適量は・・・

答え　ビール：中ビン1本　日本酒：1合　　　
　　　チューハイ：350ｍｌ缶1本
　　　ウイスキー：ダブル1杯程度

質問　なぜ休肝日は必要なのか・・・

答え　お酒を飲むと、肝臓には中性脂肪が蓄積
　　　されます。胃腸の粘膜も荒れてきます。
　　　これらの臓器の修復のためにも週2日程
　　　度の休肝日をつくることが必要となり
　　　ます。

個別健診は受診されましたか？

問 役場　保健福祉課　保健係

　℡７５５ー２１１４(内線140)

■外出後の手洗いとうがいを
　手洗いは接触による感染を予防し、うがいはのどの
　乾燥を防ぎます。

■マスクを着用する
　予防のためにマスクをしましょう。咳をしている　
　人は他人に感染するのを防ぐ効果もあります。人に
　対して感染させないように「エチケットマスク」を
　しましょう。

■予防接種をしましょう
　感染が流行する前に予防接種をうけましょう。町で
　は満65歳以上の方にインフルエンザワクチンの助成
　を行っております。

　※助成期間は12月27日(金)までとなっております。
　早めに受けましょう。
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　バランスのとれた食事を作ってみんなで食べてみ
ませんか？「食事の大切さ」についてのお話と調理
実習をします。

日　時：平成25年12月25日(水)10：00～13：00
場　所：勤労青少年ホーム「調理室」
対象者：小学校１年生～６年生の子どもと保護者
　　　　（子どもだけでも参加可）
参加料：無料
持ち物：エプロンと三角巾
締　切：平成25年12月20日(金)
　　　　先着20名まで(大人と子ども合わせて)
主　催：平内町食生活改善推進員会
申込先：役場　保健福祉課　℡017-755-2114(内139)

○フレンチトースト
○野菜のポトフ
○カッテージチーズのフルーツサラダ

♪こんな料理を作ります♪

親子クッキング教室を開催
～参加者募集～

☆ 子育て支援センター ☆
12月の行事予定

平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

日　　程 活動・場所 内　　容

12月10日(火)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル

支援センター
　絵本や紙芝居などの

　読み聞かせを行います

12月20日(金)
９：45～11：15

親子ふれあいワーク

支援センター
　クリスマス飾りを作ります

12月25日(水)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

　・身体測定

　・保育園のクリスマス会に

　　参加しませんか？

問

　男女共同参画を推進しようと活動を続けている「虹
の会」が企画・実施している「WAの一品料理を楽し
む会」が今年も11月12日(火)の夕方、勤労青少年ホー
ムで行われました。
　今回のテーマは「おいしくメタボ対策」。町保健福
祉課の井口管理栄養士の指導のもと、参加者23名でカ
ラフル肉じゃが、野菜の南蛮漬け、チゲ汁、おにぎり
などの料理を作り、会話を交えて情報交換をしながら
楽しみました。
　井口管理栄養士によると、電子レンジでも簡単にで
きる野菜のおかずなど、普段の食事に低カロリーで食
物繊維が豊富な野菜を上手に取り入れ、「ちょっとう
す味がちょうどよい」を心がけて生活習慣病予防につ
なげて欲しい」とのことでした。
　料理を終え、試食した参加者からは、「野菜の切り
方で味の感じ方が違うことを初めて知った」、「ぜひ家
族に作ってあげたい」との感想が聞こえてきました。

男性のための料理教室
～WAの一品料理を楽しむ会～

　学校保健統計調査によると、青森県内の小学生の肥
満傾向は全国の中でも高い水準にあります。子ども
の肥満対策と生活習慣の改善を目的に、全国健康保険
協会(協会けんぽ)青森支部主催の健康教室が11月15日
(金)、小湊小学校の６年生を対象に開催されました。

生活習慣を見直そう！
～小学生を対象に健康教室～

　「見つめよう今の生活！考えようこれからの生活！」
と題した教室では、青森支部の保健師から医療費の現
状などが説明され、保険制度が国民の助け合いで成り
立っていることや、国民の医療費が増え続けているこ
と、さらにその１／３が生活習慣病の治療にあてられ
ると知り、児童らは驚きの表情を隠せない様子でした。
　また、一方で生活習慣病は毎日の生活次第で予防で
きる病気であるとの説明があり、『食事・運動・睡眠』
の側面から「正しい生活習慣を身につけることの大切
さ」を学びました。児童らは、朝食を抜いたり夜更か
しをすることが成長に悪影響を及ぼすことを知り、将
来のために『今』が大切なことに気付いた様子で、普
段の生活を見直すきっかけとなったようです。
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平内中央病院からのお知らせ

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平内中央病院では、常勤の医師(定年退職された方も
大歓迎です！)を随時募集しておりますので、勤務を希
望される方はお問い合わせください。また、知人やご
友人に医師の方がおりましたら、平内中央病院で医師
を募集していることなどを、お知らせしてくださるよ
うお願いいたします。

常勤医を随時募集中！

院内クリスマス・コンサート
今年も開催します！

　当院では、「未来創造ひらない塾(船橋正彦塾長)」主
催の院内クリスマス・コンサートを、下記のとおり開
催します。
　患者さんだけではなく、ご家族の方や地域の皆様、
どなたでも鑑賞出来ますので、是非お越しください！

○日　時：平成25年12月10日(火)　16：00～
○場　所：平内中央病院１階「リハビリ室」
○内　容：「どんぐりコーラス」による童謡、「琴好会」
　　　　　による演奏等
　　　　　(内容は変更する場合があります)
○その他：参加無料、どなたでも鑑賞できます。

１．職種及び採用人員
　　・看護師・准看護師(町職員)　若干名 　
　　・理学療法士(町職員)　若干名 　
　　・作業療法士(町職員)　若干名
　　・言語聴覚士(町職員)　若干名
　　・看護師・准看護師(嘱託職員)　若干名 
２．受験資格
　　・町職員は各職種の資格を有する(免許取得見込者  
　　　含む)、59歳(採用時)以下の方。
　　・嘱託職員は、各職種の資格を有する(免許取得見
　　　込者含む)方。
３．試験日及び試験場所
　　申込み後、受験票にてお知らせいたします。
４．試験方法
　　面接による
５．受験手続及び申込書提出期限
　　受験申込書は、平内中央病院で準備していますの
　　で、必要事項を記入のうえ、提出下さい(郵送可)。
　　・提出期限：随時
　　※受付時間は、午前８時15分から午後５時までで
　　　す(土・日・祝日を除く)。
６．採用期日及び勤務場所
　　・採用期日：随時
　　・勤務場所：平内中央病院
７．給与等
　　・町職員は平内町職員の給与条例等による。
　　・嘱託職員は、月額165,300円以上、賞与年２回、
　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労働災害保険
　　　加入

平内町職員募集受付中！

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１(内109)

問

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平成24年10月１日、障害者虐待防止や養護者に対
する支援を推進するため、障害者虐待防止法が施行さ
れました。法施行に伴い、障害者虐待の通報があった
場合に速やかに安全確保し、具体的な対応につなげる
ことを目的に平内町障害者虐待防止センターが設置さ
れ、障害者の虐待や養護者の支援に関する相談、通報、
問い合わせに対応します。
　虐待を受けたと思われる障害者を発見した場合は、
障害者虐待防止センターに、すぐにお知らせください。
　障害者の虐待をなくすために、あなたのご協力をお
願いします。

障害者への虐待を防止するために

【虐待の種類】
　①身体的虐待：暴力や体罰によって身体に傷やあ
　　　　　　　　　ざ、痛みを与えること。身体を縛
　　　　　　　　　りつけたり過剰な投薬によって身
　　　　　　　　　体の動きを抑制すること。

　②性 的 虐 待：性的な行為やその強要。

　③心理的虐待：脅し、侮辱などの言葉や態度、無
　　　　　　　　　視、嫌がらせなどによって精神的
　　　　　　　　　に苦痛を与えること。

　④放棄・放置：食事や排泄、入浴、洗濯など身辺
　　　　　　　　　の世話や介助をしない、必要な福
　　　　　　　　　祉サービスや医療や教育を受けさ
　　　　　　　　　せない、などによって障害者の生
　　　　　　　　　活環境や身体・精神的状態を悪化
　　　　　　　　　させること。
　⑤経済的虐待：本人の同意なしに(あるいはだます
　　　　　　　　　などして)財産や年金、賃金を使っ
　　　　　　　　　たり勝手に運用し、本人が希望す
　　　　　　　　　る金銭の使用を理由なく制限する
　　　　　　　　　こと。
※障害者虐待防止法では障害者虐待を①養護者②福祉
　施設従事者③使用者(障害者を雇用する事業主)に分
　けて定義しています。

平内町障害者虐待防止センター
【平日　8時15分から17時】

平内町役場　保健福祉課　 福祉係　　
TEL：017-755-2114　FAX：017-755-2145

※相談や通報・届出をした人の情報は守られます。 
※現に暴行があるなど緊急に保護が必要な場合は110
　番で警察署、重篤な傷病がある場合は119番で消防
　署へ通報してください。
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暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

取り壊した建物はありませんか？

　固定資産税は、毎年１月１日(「賦課期日」といいます)
に、土地、家屋、償却資産(これらを総称して「固定資
産」といいます)を所有している人がその固定資産の価
格をもとに算定された税額を町に納める税金です。
　今月中(12月31日まで)に取り壊した建物は、固定資
産税台帳から削除しなければなりません。取り壊した
にもかかわらず、取り壊しの届出をしないと、来年度
も課税されることがありますので、必ず手続きをお願
いします。
　なお、法務局に家屋の滅失登記をされた方は、この
届出は必要ありません。

◆届出時に、連絡いただく事項◆

問 役場　税務課　収納係
　℡７５５ー２１１５(内線249、250)

問 東青地域県民局県税部　納税管理課
　℡７３４ー９９７５

・納税者の住所、氏名
・建物の所在地
・建物の内容(用途、構造、面積、取り壊し年月日など)

　なお、届出に基づいて現地を確認させていただきま
すので、ご協力ください。

問 役場　税務課　資産税係
　℡７５５ー２１１５(内線247、248)

納税相談を行っています。

　生活保護を受けたり、災害、その他の理由により税
金を納めるのが困難な場合、納期限前７日まで(国保税
は納期限まで)の申請により税金を減額、免除されるこ
とがあります。
　また、一度に納付することが困難な場合は、分割納
付などもできますので、納付方法についてもお気軽に
ご相談下さい。
　詳しくは、お問い合わせください。

12月25日(水)は、国民健康保険税第６期、

町・県民税第４期の納期限です。

　忘れずに納めましょう！！

税務署からのお知らせ

平成26年１月から、記帳・帳簿等の保存制度
の対象者が拡大されます。
　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の
事業所得、不動産所得又は山林所得の合計額が300万円
を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存
が、平成26年１月からは、これらの所得を生ずべき業
務を行う全ての方(所得税及び復興特別所得税の申告の
必要がない方を含みます)について必要となります。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国
税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に掲載されて
いますので、ご覧ください。
　詳細は、最寄りの税務署までお問い合わせください。

インターネット公売のお知らせ

　県では、動産や不動産、自動車などの差押財産を、
インターネットオークションを利用して入札または競
り売りの方法で売却するインターネット公売を随時、
実施しています。詳しくは、次のホームページをご覧
ください。
　　　http://www.pref.aomori.lg.jp/life/
　　　　　　　tax/008_koubaiindex.html

放送大学
４月生募集のお知らせ

　創立30周年を迎えた放送大学では平成26年度第１
学期(４月入学)の学生を募集中です。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを通
して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科
学など、幅広い分野を学べます。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽し
みたいなど、様々な目的で幅広い世代、職業の方が
学んでいます。

○15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修生・
　科目履修生として入学できます。
○18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、入学
　試験はなく、全科履修生として入学でき、４年以上
　在学して、124単位を修得し卒業すると、学士(教養)
　の学位を取得できます。
○一つの分野を体系的に学びたい方には「放送大学
　エキスパート」を実施しています。

出願期間は２月28日まで。
資料を無料で差し上げています。
お気軽に
　〒036-8561
　　放送大学青森学習センター(℡0172-38-0500)
または
　〒039-1102
　　八戸サテライトスペース(℡0178-70-1663)
までご請求ください。
　放送大学ホームページ(http://www.ouj.ac.jp)でも受け
付けております。

放送大学は、あなたの「学び」を応援します！
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問 役場　総務課　企画・防災対策室

　　℡７５５－２１１１(内231)

平成25年工業統計調査を実施します

　平成25年工業統計調査は、従業者４人以上の全て
の製造事業所を対象に、平成25年12月31日時点で実
施します。
　工業統計調査は、我が国における工業の実態を明
らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、
統計法に基づく報告義務がある基幹統計調査です。
　調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国お
よび地域行政施策のため基礎資料として利活用され
ます。
　12月中旬から調査員が各事業所にお伺いしますの
で、年末・年始でお忙しい時期ですが、調査の趣旨、
必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願い
いたします。
　なお、調査票にご記入いただいた内容は、統計作
成の目的以外(税の資料など)に使用することは絶対に
ありません。

経済産業省・青森県・平内町

民謡民舞全国大会
19度目の内閣総理大臣賞を受賞！

　10月17日から４日間、東京・両国国技館において平
成25年度全国民謡民舞全国大会が開催され、青森県代
表として民舞の部に出場した青森平内(二代目石川流)
が「津軽よされ節」で見事に最高位となる内閣総理大
臣賞を獲得しました。
　10月30日(水)、石川久美子師匠はじめ青森平内の皆
さんが大きな優勝旗とトロフィーを手に役場を訪れ、
船橋町長に受賞の報告をしました。
　今回で３年ぶり19回目となる受賞に、石川師匠は「皆
仕事で予定が合わないなか、一生懸命頑張ってくれた
結果」と話し、船橋町長は「平内の名を世に知らしめ
てくれた」と喜びと感謝の言葉を述べました。
　また、同大会では、八戸美奈子さんが民謡三章のう
ち、民謡民舞に精通し、技能秀逸と認められた者に贈
られる「民謡技能章」を受賞し、二重の喜びとなりま
した。青森平内の皆さん、受賞おめでとうございます。

今月のお知らせ

ＮＥＷＳ12
2013

広げよう防犯の輪！
平内町地域安全フェア開催

　地域の防犯の輪を広げるため、11月1日(金)、平内町
立体育館において平内地区防犯協会主催による「平内
町地域安全フェア」が開催されました。
　会場内に交通反射材や防犯グッズを無料で配布する
防犯ブースを準備して、「音楽と落語で憩いのひとと
きを」をテーマとした青森県警察音楽隊の軽快な演奏
に続き、元埼玉県警察官の津軽家笑介氏による振り込
め詐欺を題材とした防犯落語により会場は和やかな雰
囲気に包まれました。
　後半には、西平内中学校の今美穂菜さんによる青森
県少年防犯弁論大会東部地区大会奨励賞受賞作品の発
表や山彦幼稚園児による交通安全の誓いを含めたかわ
いらしいお遊戯がありました。
　最後には、青森県警察音楽隊とカラーガード隊によ
る隊列移動しながら演奏するステージドリル「ウエス
トサイドストーリー」が披露され、その迫力あるサウ
ンドと躍動感あるパフォーマンスに、来場者は魅了さ
れ憩いのひとときを堪能するとともに、防犯への誓い
を新たにしました。

林業の仕事をしていたことが
ありませんか？

　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け
取っていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共
へ加入していたかわからない方についてもお調べい
たします。
　また、罹災された共済契約者および被共済者の皆
様に対し、各種手続き(共済手帳の紛失、退職金の請
求など)の必要が生じた場合はできる限りの範囲にお
いて速やかに対応したいと考えておりますので、最
寄りの支部または本部へお問い合わせ、ご相談くだ
さいますようお願いいたします。

問 独立行政法人勤労者退職金共済機構

　林業退職金共済事業本部

　　〒170-8055

　　　東京都豊島区東池袋１－24－１

　　　　　TEL　03-6731-2887

　　　　　FAX　03-6731-2890

・詳しくはホームページでもご案内しております。

　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
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問 ハローワーク青森

　℡７７６－１５６１(43＃)

みちのく銀行労働組合より
寄付をいただきました

　11月15日(金)、みちのく銀行労働組合の杉本昭仁執
行委員長が役場を訪れ、児童書の購入にあててほしい
と寄付金を船橋町長に手渡しました。
　同組合では、平成８年より、児童書の充実を図るた
め組合員の善意で集められた寄付金の県内市町村への
寄付を続けており、平内町への寄付は平成19年に引き
続き３度目となります。
　お預かりした寄付金は、児童書の購入のため大切に
使わせていただきます。この度は本当にありがとうご
ざいました。

仕事を探している方へ
ワンストップ・サービス・デイ開催

　仕事を探している方で、職業相談・職業紹介、生活
支援や住宅支援を希望されている方を対象として、「ワ
ンストップ」で各種相談をお受けします。
　参加機関は青森市福祉事務所、青森市保健所、青森
県弁護士会、日本産業カウンセラー協会東北支部、青
森年金事務所、青森労働局企画室、ハローワークです。

開催日時　平成25年12月９日(月)　９時～16時
　　　　　　　(12時～13時を除きます)
場 所　ハローワーク青森　２階会議室

作ろう！平内のご当地グルメ！！
講演会を開催しました

　町では来年度、地場産食材に徹底的にこだわった新・
ご当地グルメ開発を計画しており、その第一歩として
11月14日(木)、町立山村開発センターを会場に講演会
を開催しました。
　講演会は「新・ご当地グルメの仕掛け人」のヒロ中
田氏と、深浦マグロステーキ丼で町おこしに成功した
深浦町役場の鈴木治朗氏を講師に迎え、『食』の視点
からの地域の活性化についてお話しいただきました。
　この日会場に集まった約50人の参加者は、全国各地
の新・ご当地グルメによる町おこしの事例紹介に熱心
に耳を傾け、まだ見ぬ平内発の新・ご当地グルメに思
いを馳せているようでした。
　講演の最後には、中田氏からメニューの提案があり、
今後は町内の飲食店と共同で「平内ホタテ貝盛り御膳
(仮称)」と「平内ベビーホタテ丼(同)」として開発を
進めていきます。平内発の新・ご当地グルメの動向に
ぜひご期待ください！

電気保安協会からのお願い

工藤美来さん(小湊中)
全国大会で８位入賞！

　10月25日(金)から３日間、横浜市の日産スタジアム
で開催された第44回ジュニアオリンピックの学年共通
の女子ジャベリックスロー競技(やり投げの小中学生
版種目)に、小湊中学校３年の工藤美来さん(浜子)が出
場し、見事８位入賞を果たしました。
　工藤さんは８月に開催された県予選を勝ち抜き、３
度目となる全国大会へ挑みました。過去の大会は２回
とも予選落ちしているため、３年生での出場となる今
大会は「ぜひ上位争いに加わりたい」と強い意気込み
で競技に臨み、結果、自らの持つ青森県中学女子記録
を更新する45ｍ48ので念願の８位入賞を成し遂げまし
た。この結果に工藤さんは「入賞できたことはうれし
いけど、練習で出せているパフォーマンスが発揮でき
なかったのが残念。50ｍ投げたかったな」と晴れやか

な顔で話してくれま
した。
　工藤さんに次の目
標を伺うと、「まず
は受験をがんばりま
す」と力強い答えが
返ってきました。高
校で本格的なやり投
げ競技を始めるかは
まだ迷っているとの
ことですが、何かし
らの運動部で良い成
績を目指して頑張る
との決意を聞かせて
もらいました。
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人口と世帯
　男 …  5,895 人 ( －  ８人 )
　女 …  6,394 人 ( －  １人 )
　計 …12,289 人 ( －  ９人 )
世帯数…5,168 世帯 ( ＋ 1)

平成 25 年 10 月末現在
(　) は、前月との比較

戸籍の窓口
10
月
受
付
分 　赤ちゃん名 　 (親) 　住所地

山　本　　雫
しずく

 ( 修 平 )緑 町

佐々木　玲
れ

　奈
な

( 満 )小 豆 沢

松　野　　玄
げん

　( 敬 広 )小 豆 沢

山　崎　　 舜
しゅん

 ( 伸 也 )東 沼 館

佐々木　健
けん

　悟
ご

 ( 健 )新 生 町

植　村　友
ゆう

　哉
や

 ( 英 才 )下 東 田 沢

阿　部　想
そう

　牙
が

 ( 尚 樹 )第 2 口 広

鈴　木　勇
ゆう

　徳
とく

 ( 庸 平 )福 島 県

馬　澤　蒼
そう

　将
すけ

 ( 龍 二 )青 森 市

　　　　　　　　　   喪主   住所地

工　藤　　　功(76) タ　ケ 松 野 木

太　田　安　美(73) 和　正 山 口

濵　田　　　實(95) 　修　東 和

飯　田　鐵　男(82) ト　ヨ 間 木

広　本　　　稔(77) 　　　 一 本 松

須　藤　貴　志(42) 春　子 板 橋

三津谷　あや子(59) 福　三 浅 所

太　田　義　道(80) 　　　第 3 小 林

畑　井　クニヱ(87) 秀　敏 第 2 元 町

蝦　名　菊　男(90) きみゑ 第2勝田町

蝦　名　　　渉(19) 理恵子 第1内童子

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

下水道加入のお問い合わせは　役場地域整備課へ(℡755-2116)

　※例年５月の精算月になると、水道料金について苦
情相談が寄せられますが、ほとんど水抜栓の開閉誤操
作とボイラ－配管の破裂による漏水で、高額の料金を
負担する結果となっています。
　給水管トラブルは、各自の責任において管理するこ
ととなっておりますので、くれぐれもご注意ください。

　気温マイナス４℃以下になると、蛇口などが凍結し
て水が出なくなったり、配管が破裂したりするなど、
水道の凍結事故が多発します。

問 役場　地域整備課　上水道管理係

　℡７５５－２１１６(内線275・277)

◆水抜栓は、閉める時もハンドルを最後までキッ
　チリと操作し、半開きにならないようにしてく
　ださい。
◆水抜栓を半開きで使用した場合は、蛇口から水
　が出なくても地下に漏水しているため、水道メー
　ターは回ります(メーターが回った分高額請求に
　つながります)。
◆冬期間(12月～３月までの４ヶ月間)の水道メー　
　ター検針は、積雪のためできませんので、１月請
　求使用量から４月請求使用量までは推定(９月～
　12月請求使用量の１ヶ月平均)での使用量の料金
　を納付していただき、５月分請求使用量で精算す
　ることになりますので、ご了承願います。

①むき出しになっている水道管や蛇口に、布切れ
　や毛布あるいは専用の保温材を巻き、濡れない
　ように上からビニールテープをすき間なく巻い
　てくでさい。
②水道メーターボックス内には、布切れなどの保
　温材を濡れないようにビニール袋に入れたり、　
　発泡スチロールを入れるなどし、水道メーター
　を保護するよう詰めてくでさい。
③水抜栓や不凍水栓をご使用のご家庭では、気温
　が低い日に就寝前や留守にするときは、忘れず
　に水抜きするよう心がけてください。

『水道凍結防止豆知識』

◇水道にも冬じたくをお願いします。◇

　水抜栓は水道管の凍結を防止するための器具で、
これから冬期間に入り、水抜栓を操作する機会が
多くなります。以下の点にご注意ください！

　以上の3つを行うだけで、蛇口の凍結や水道メーター
破裂といった事故を防げます。
　また、気象情報に注意して、凍結には十分気をつけ
てください。

◇凍結して水が出ないときは◇
　蛇口を開け凍結した部分にタオルか布をかぶせ、蛇
口の方からぬるま湯をまんべんなくゆっくりかけてく
ださい。熱湯を急にかけたりすると、ヒビ割れや破裂
を起こすことがありますので注意ください。

◇凍結しやすい場所は◇
①北向きのところにあるもの。
②風当たりの強いところにあるもの。
③むき出し(蛇口、給水管等)になっているもの
　以上の３つが凍結しやすい場所です。このような環
境下にある水道は特に注意してください。
　凍結して水が出ない、破裂やヒビ割れした時にはす
ぐに、平内町指定給水装置工事事業者に修理を依頼し
てください。
　工事の際は、メーターの指針を確認しますので、お
手数ですが雪囲いをしておくなどして、すぐに水道
メーターボックスを掘り出せるようご協力願います。

みなさんのご家庭の水抜栓
間違った操作をしていませんか？

水
抜
栓
は
、
キ
ッ
チ
リ
と

操
作
し
ま
し
ょ
う
！

石川
　睦子

船橋
　武仁
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平内いきいき健康館　よごしやま温泉　12月の臨時休館日は25日(水)　
～毎月１日・16日は９時から入浴できます～

雪の季節が到来しました…
除雪作業にご協力を！

　町では、道路の通行を確保するため「平内町除排雪
計画」にのっとり除雪作業を行っております。
　除雪作業をスムーズに行うために、町民の皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
　町の基準としては、積雪が幹線道路で10㎝、一般
道で15㎝に達した場合に出動することにしています。
少々の雪では出動いたしませんので、皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。
　また、除雪は道路の確保を目的として行っておりま
す。玄関前の雪は住民の皆さんにお願いしております
のでご協力をお願いしたします。

◆路上駐車をしない
　　車が路上に止めてあると除雪車が入れず、作業が
　遅れたり除雪ができないことがあります。路上駐車
　は絶対にしないようにお願いします。

◆道路に雪を出さない
　　除雪をした後の道路に、雪を出している人をよく
　見かけます。このような行為は交通障害を起こし、
　除雪した効果がなくなってしまいます。皆さんの良
　識あるご協力をお願いします。

◆障害物には目印を(ブロック塀、垣根等)
　　除雪は主に深夜から早朝にかけて行います。障害
　物が雪の中に隠れていると機械で壊してしまった　
　り、道路を広く除雪することができなくなります。
　障害物には目印をつけてくださるなどのご協力お願
　いします。

◆除雪車には近づかない
　　除雪作業中は大変危険ですので、絶対近づかない
　でください。

◆屋根の雪は自分で処理を
　　道路に屋根の雪が落ちて、車が通れないという苦
　情がよくあります。屋根の雪は、所有者、管理者が
　責任を持って処理してください。

◆深夜の作業にご協力を
　　除雪は、朝の通勤通学路を確保することを第１の
　目的として行っています。そのため、どうしても真
　夜中の作業が多くなります。騒音や振動でご迷惑を
　おかけしますが、皆さんのご理解をお願いします。

◆除雪に関するお問い合わせは
　【町 道】 役場　地域整備課　建設係　
　　　　　　　　　　℡７５５－２１１６
　【県 道】東青地域県民局地域整備部　道路施設課
　　　　　　　　　　℡７２８－０２００
　【国 道】 青森国道維持出張所　管理係
　　　　　　　　　　℡７６６－３２１１

　年末は12月27日(金)まで、年始は１月６日(月)
から業務を再開いたします。
　ただし、12月28日から１月５日までの休み期
間中の婚姻、出生、死亡等の届出については随
時受付いたします。

　年末は12月27日(金)まで、年始は１月６日(月)
から診療を再開いたします。
　ただし、急患は随時受付いたします。

年末年始、業務のお知らせ

◆夜越山サボテン園
　12月31日(火)のみ午後休園
◆夜越山ケビンハウス
　年末年始は休まず営業
◆町立体育館・町立武道館・町立図書館
　12月28日(土)～１月５日(日)まで休館
◆ほたて広場
　12月31日(火)～１月２日(木)まで休館
◆よごしやま温泉
　休まず営業(12月31日(火)のみ17時までの営業)

　【その他の施設】　 ◆燃えるごみ・燃えないごみ
　12月31日(火)～１月３日(金)まで休業
◆資源ごみ
　12月28日(土)～１月５日(日)まで休業
◆外ノ沢埋立地
　12月29日(日)～１月３日(金)まで休業

　※休業期間中は集積場所にごみを出さないよ
　　うに、皆さまのご協力をお願いします。

　【ごみの収集運搬】　

平内町役場

　℡７５５－２１１１
問

　【役場業務】　 　【平内中央病院】　

平内中央病院

　℡７５５－２１３１
問

役場　町民課　生活環境係

　℡７５５－２１１３ 
問
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『わたしの好きなひらない』

写真をお待ちしております
　住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、Ｅメールで送
信するか、郵送または役場総務課へ直接持参ください。

問 役場　総務課　企画政策係
　℡７５５ー２１１１(内線230)
　メール　kikakuseisaku@town.hiranai.aomori.jp

ひ
ら
な
い

◇投稿者
　　須藤　潔さん(茂浦)
◇撮影場所
　　元町「寿司隆」

　８月、昭和33年度西平内中学校
卒業生が集まり、『古希を祝う会』
として同窓会を開催しました。
　午前中には、かつて住んでいた
地区をまわり、半世紀のうちに変
わり果てた夏泊公園線を一周。平
内町学校歴史伝承庫にも立ち寄り
茂浦小学校や土屋小学校の卒業ア
ルバムを見て盛り上がりました。
　午後は懇親会場に集まり、55年ぶ
りに再会した人たちとも昔を偲び、
とても楽しい一日となりました。

◇投稿者より◇

　毎年８月15日に行われる高森山のお山参詣行事。現在も
山口有志会(大水亨会長)の熱心な努力により守り続けられ
ていますが、その象徴でもあるお堂が老朽化により修復の
必要がでてきたため、山口町内会(本堂隆一会長)では実行
委員会を組織し、11月３日(日)、町内をあげての修復工事を
行いました。
　標高387ｍの高森山山頂での作業は機械に頼ることもで
きず、資材の運搬も人力による過酷なものとなりましたが、
固いチームワークで作業は無事に進み、崩壊寸前だったお
堂も昼過ぎには見事に修復されました。
　作業当日には、実際に作業にあたったメンバーの他、山
増会老人クラブによる炊き出しや防犯山口支部による昼食
の運搬、作業後は交通安全母の会による慰労会の準備など
町内の各団体が総出で役割を分担し、総勢50名もの参加者
が集まり、まさに高森山を中心として町内がひとつにまと
まる契機ともなったようです。
　山口町内会の皆さん、この度は大変お疲れ様でした。

修復作業で
町内がひとつに。

山口地区の象徴
高森山山頂のお堂を修復

　また、当日参加した子どもたちは、それぞれの夢を書
いたメッセージをタイムカプセルとして山頂に埋めまし
た。タイムカプセルが掘り起こされる10年後には、彼ら
も立派な青年になり、町内の活動を背負っていることで
しょう。　


